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福岡市内では約1，000箇所の埋蔵文化財包蔵地（遺跡）が登録さ

れており、いまなお新たな発見も続いています。そのひとつが博多

遺跡群です。博多遺跡群の立地する旧博多部は、建物建設等の工事

が活発に進められて日々変貌を遂げつつあります。

福岡市教育委員会では、現状のままで保存できない遺跡につい

て、原田となる工事等に先立ち、記録による保存のための発掘調査

を実施しています。今回の調査もそのひとつであり、本書により、

その成果を公刊することとなりました。

なお、発掘調査から報告書作成に至るまでには、山下矩生氏をは

じめとする関係各位の多大なご理解とご協力があったごとをここ

に記し、心からのお礼を申し上げます。

本書が、博多遺跡群についての理解を深めるための資料として

活用されるところがあれば幸いです。

平成16年3月31日

福岡市教育委員会

教育長　生田征生



はじめに
1本書は、2001年度（平成13年度）、福岡市博多区上呉服町480・481・482地内において、福岡市

教育委員会がおこなった、博多遺跡群第132次発掘調査の報告である。

2　発掘調査は、文化財保護法57条の2に基づく届出を受け、山下矩生氏から福岡市教育委員会が業

務委託を受け、併せて国庫補助を受けて文化財部埋蔵文化財課が実施した。調査にあたって、山下

矩生氏を始めとした関係各位から種々のご協力とご配慮を頂いた。この場で深く感謝申し上げる。

3　発掘調査・整理．本書編集は、教育要員会文化財部埋蔵文化財課杉山富雄が担当した。表土鋤取

りから遺構検出については田中寿夫・大庭康時の協力を得た。

4　出土資料および調査記録は、福岡市埋蔵文化財センターに収蔵管理し、利用に供する予定である。

凡　例
1位置の記録には、『博多地区遺跡基準点測量委託測量成果簿（1992日本測地系）』の成果を利用し

た。

2　報告中では、遺物、遺構に対して調査中の記録、整理作業に際して付した通し番号により表記し、

これを登録番号とする。

3　図中に用いる方位は、国土座標の座標北であり、真北から0度19分西偏している。

4　遺物実測図は、特に記さないかぎり、縮尺3分の1で図示している。その外の縮尺の場合は、遺

物番号に続けてそれを付記した。

5　本文・表中、陶磁器の分類表記は下記によった。

横田賢次郎・森田勉1978「大宰府出土の輸入中国陶磁器について」『九州歴史資料館研究論集

4』〔Dで表記〕

調　 査　 番　 号 0120 遺　 跡　 略　 号 H K T －132

調 査 地 地 番 福岡市博多区上呉服町 480 ・481・482 分 布 地 図 番 号 48 （千代博多）

工　 事　 面　 積 324I㎡ 調 査 対 象 面 積 225Ⅰ㎡

調 査 実 施 面 積 84㎡ 調　 査　 期　 間 2001 年 7 月 23 日～2001 年 9 月 10 日
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Ⅰ博多遺跡群第132次調査の経過と概要

1　調査に至る経過

埋蔵文化財事前審査

2001年（平成13年）4月2付けで博多区上呉　㌢

服町480・481・482地内における事務所兼住宅建野

築について、山下矩生氏から福岡市貌育委員会

に埋蔵文化財事前審査申請書が提出された。埋

蔵文化財課では4月12日、計画地の試掘調査を

実施し、埋蔵文化財を確認した。当該計画の内容

について現状での保存措置の検討を行なった。

しかし、計画内容から工事の埋蔵文化財への影

響は避けられないものと判断し、やむなく記録

保存の措置をとることとした。

発掘調査

記録保存のための発掘調査は、山下矩生氏か

らの委託を受け、国庫補助を併せて福岡市教育

委員会が実施することとなった。教育委員会で

は文化財部埋蔵文化財課を担当とし、2001年7

月23日から博多遺跡群第132次調査として現

場作業に着手した。

発掘調査は、事業者からの現物提供による表

土鋤取り、搬出まって7月26日人力による掘り

下げに着手した。調査による廃土は場内処理と

したことから調査区を2分割し、土砂を反転し

ながら進め、後半の2区の調査を完了したのは

9月10日である。

調査は、明かり掘削により行ない、安全のため

の引きをとるなどしたことから、調査面積は

84I㎡となった。

2　発掘調査地点の立地

博多遺跡群第132次調査地点の立地

本地点は、現況の微地形でいう微高地II（1）の

端部で調査区前の道路（西門通り）がかつて「富

士見坂」と呼ばれいたはどの明確な傾斜をもっ　一）

ている。本地点も現況で1・5mの段差がある宅

地となっていた。

岡

査一〆♂一

市

図1博多遺跡群の位置（1：50，000）

図2　第132次調査地点の位置（1：5，000）
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図31区の遺構（西から）

図4　2区の遺構（西から）
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3　発掘調査と調査成果の概要

発掘調査の経過

調査地は北西～南東に軸をもつ幅10m余、長さ35m余の細長い平面形である。傾斜地に立地するこ

とから、東西で1．7mの段差がある短冊形の土地に分かれていた。南東側の辺から半ばまでを1区、残

りを2区とし、土砂を反転して調査を行った。

試掘結果を受けて、黒褐色粘質土層（標高2．2～2．3m）から着手した。次いで下位の砂層（黄褐色・

暗褐色、標高2・7m）上面で調査を進めたが、上位の遺構以外に明確な遺構がなく、縞状に土層が分布

するのみであった。そこで、トレンチにより断面観察を行った。その結果、砂層は全て客土であり、

本地点の全体が盛土層状に立地しており、地山とすべき粗砂層は標高1mの位置にあることがわかっ

た。結果として本地点では1両での調査となった。

土層　調査区北端、中央部の土層を基に考えると、中世の遺構確認面は標高2．5m前後の位置に残り、

下位の盛土層の黄褐色ないし暗褐色の砂層上面が、調査区南東端で標高2・6m、北西端で2・Omの高さ

にある。この砂層を覆って整地したように黒褐色粘質土が広がり、上部が遺構検出面となる。

盛土層とするのは、上記の砂層、それに挟まれる黒褐色粘質土層、灰層からなっており、図示する

南西～北東方向に大きく傾斜してレンズ状に堆積している。基盤砂層に直接載る部分は細かな縞状を

なして流水が影響していることがわかる部分がある。一方、これと直交する北西～南東断面では層の

傾斜はほぼ水平と見え（図9）、盛土が南西から北東方向に進行したことが窺われる。

出土遺構　台帳に登録した遺構は撹乱及び近代遺構のものを除いて、101基である。いずれも黒褐色粘

質土層で検出したものである。内訳は井戸4基、土壌21基、その他小穴、不整な落ち込みなどである。

小穴には柱穴も含まれていると思われるが、根石、柱痕跡などを残し、明確にそれとわかる遺構はご

く少ない。

出土遺物　総量でコンテナ39箱はどの分量出土した。糸切底土師器付皿と龍泉窯系青磁、口禿の皿が

顕著な白磁、比較的大形の破片がある陶器、各種の鉢類が主要な遺物である。半ば以上は、黒褐色粘

質土層、盛土層からの出土ゼある。特に盛土層からは、陶磁器の遺存状態の良好な資料が出土してい

る。

2区北壁土層
南西－北東

（1）磯望．下山正一はか1998

「第4章博多遺跡群をめぐ

る環境変化」『福岡平野の古

環境と遺跡立地』pp・69－112

2区北壁土層

a　黒褐色粘質土（硬い。近世～）

b　黒褐色粘質土（上部では炭が顕著に混

じる。下部は一様。近世～）

C　黒褐色粘質土（全体に一様）

d　黄褐色砂・黒褐色粘質土の互層

e　黒褐色砂

f　黄褐色砂（下部では黒褐色粘質土を縞

状に挟む。）

g　暗褐色砂（）

h　明褐色砂

d～hが盛土層（2層とする）
1区北端土層

a　黒褐色粘質土（粗砂を顕著に含む。）

b　黒褐色粘質土（遺構）

C　暗褐色砂（下半では黒褐色粘質土を主としたレンズ状堆積となる。）

d　暗褐色砂

e　黒褐色粘質土（下部では明褐色粘質土との縞状の堆積。水流によるものか。）

f　明褐色砂（細かな縞状で、水成層か。）

図5　土層図（1／60）
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図6　調査区
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図7　北端土層（南から）

図8　中央部土層（南から）

図9　東辺土層（西から）
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II博多遺跡群第132次調査出土の遺構と遺物

前述したように今回調査では、遺構面としては1両でであったこと、遺構の数が限定されることか

ら、登録番号の順に報告する。

土鳩5（図10）

1区東壁際で検出した。先行トレンチにもかかるため、形状を一

部復原して図示する。上部は撹乱により破壊されている。調査区に

は半分以下の部分がかかる。それからの形状は、平面で楕円形、断

面は逆台形状を呈す。覆土は粗砂混りの黒褐色土、現状での長さ

2・Om、幅0．9m以上、調査面からの深さ0・9mを測る。壁面からは

確認できなかったが、かなり浅い位置に掘り込み面を持つものと

思われる。

出土遺物（図11、表1）　　細片から小破片までの土器がほとん

どである。

801は土師器皿で口縁部に煤状の付着物があり、灯明皿として

使用されたものであろう。802は口禿の白磁皿、804、803も白磁で

ある。808は青白磁、805は青磁蓮弁文碗である。806は粉青沙器

で碗と思われる。

土壌18（図12・13）

0　　　　　　1m

図10　土壌5（1／40）

1区で検出した。不整な隅円長方形で、調査面では皿状の浅い遺構である。長さ2．0m、幅1．5m、

深さは調査面から0．1mを測る。底面近くに完形、大破片の土師器坪皿が出土した。底面の2／3ほどの

部分散布したような出土状態である。外に砂が鋳着して形状を判別できないが刀子状の鉄器も同じ深

さから出土している。

出土遺物（図16、表1）　　出土量はコンテナ2／3ほどの分量で、上述したような出土状況を反映

して、大半が土師器坪皿である。完形、大破片資料を多数含む。土師器坪皿は、鹿部が糸切底で板目

紗

ミニー－＝ゴー三

「‾

図11土壌5出土遺物（1／3）
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が残る。703・88・84・704・95・62・46・706・85．90・94・705・

104・105は皿、87・107・707・91・701・98・99・97・83・101は

坪である。坪皿のうち、1／2以上残る皿14点、坪10点を

計測した。皿の口径は85～79mmの幅があり、平均82mm、

底径は65～51mmの幅で平均60mm、器高は16～11mmの幅

で平均13mmとなる。同様にして、坪では口径が136

～122mmの幅で平均127mm、底径90～75mmの幅で平均

81mm、器高が30～24mmの幅で平均27mmとなる。

土師器の外は少量の陶磁器、土器が出土した。口禿の

白磁皿、須恵器捏鉢などの細片が含まれている。

土壌23（図14・15）

1区で検出した。不整な隅円方

形で、断面は不整な逆台形状とな

る。径は1．0m、調査面からの深さ

0．6mを測る。覆土は黒褐色の粘質

土で、粘土粒を顕著に含み全体に

一様である。底面から土師器坪、皿

がおかれたような状態で出土し

た。
．

出土遺物（図16、表1）

上記土器の外は、極小量の土器

破片が出土した。龍泉窯系青磁、内

底面に型押しの文様をもつ白磁皿

などが出土した。土壌底面から出

土した土師器皿76は口径78mm、底

径56mm、器高13mmを測る。坪75は

口径120mm、底径67mm、器高26mmを

測る。いずれも糸切底で、外底面板

目が残る。722も土師器坪である。

〟　26扱Z7

二Clm

図14　土壌23（l／40）

0　　　　　　1㎡

図12　土壙18（1／40）

図13　土壌18（西から）

図15　土壌23（西から）
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土壌18
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図16　土壌18・23出土遺物（1／3）

図17　遺構33出土遺物（1／3・1／4）
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図18　遺構33（1／3）
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遺構33（図18）

1区東壁の際で検出した。不整な形状の落ち込みが調査区外に向

かう。先述したように地山とする層がすべて盛土層であることから

それの一部であった可能性は捨てきれないが、礫が密集して、掘形

のような傾斜面を認めたことで遺構として報告する。覆土は黒褐

色、粗砂混りの粘質土で全体に一様である。平面の規模は全く不明、

深さは調査面から0・3m以上となる。

出土遺物（図19、表1）　　覆土中からコンテナ1箱はどの分量

出土した。とくに疎密はなかった。陶磁器の割合が顕著で、なかで

も龍泉窯系青磁碗には、大形の破片資料が多い。いずれも外面に鏑

蓮弁文を彫る。釉は透明ないしやや半透明。ガラス光沢を呈す。玉

緑の碗があるが、口禿の皿も含まれる。さらに図示するように中・

一一一一一

＼＼一＼＼

15cm

図19　遺構33出土遺物（1／3）
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大形の陶器が顕著である。なかでも褐釉陶器の資料が顕著で壷、鉢がある。

720は土師器皿、719は坪である。718は天日釉碗である。713・715・714・717は龍泉窯系青磁達弁文

碗である。716は同坪である。712は陶器短頸壷である。709・711は陶器鉢である。721は石鍋田縁部

である。716は大形の陶器短頸壷。口頸部、胴部、鹿部は相互に接合しないが、

胎土、釉などから同一個体と判断した。倒立させて施釉したものか釉の流れが逆である。

土壌39

1区で検出した。長楕円形で断面が浅

い皿状の土壌としたが、これも盛土の一

部である可能性が残る。覆土とするのは

黒褐色で粘土混りの砂である。

＼謹 0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15cm

図20　遺構39出土遺物（1／3）

出土遺物（図20、表1）　　　覆土中から少量出土した。土器はいずれも細片資料である。小形磁器

には口禿の白磁碗が含まれる。図示する723は青磁碗で、高台全周にわたり目痕が残る。土師器の鍋

と思われる724は薄手で、口緑部が大きく外方に屈曲し内面には口縁に沿う方向に細かな刷毛目調整

が行なわれる。胎土が撤密で灰白色を呈す。「京都型瓦質鍋」に形状がよく似る。容器以外に平瓦の細

片、土人形、鉄製品には釘がある。

土壌41（図21・22）

1区で検出した。平面では不整な円形、断面が漏斗状を呈する土壌である。井戸である可能性も考え

たが、井戸側などの検出はなかった。ただ、調査面では土壌41の中心部にあたる位置で土壌状の落ち

込みを認めた。この部分は黒褐色砂と黄褐色砂との互層をなしており上部には灰層を挟んでいた。こ

の部分が円筒状の空間を埋めた覆土とすれば、井戸とも考えら

れる。ただしそれより下位には何らかの痕跡を認めることはで

きなかった。以下の覆土は上半部が塊状の黒褐色の粘質土、下半

部は暗褐色砂層である。

上部の広がる部分で長さ1．8m、幅1・5m、調査面からの深さ

図21土壌（北から）

〟「2見物

0　　　　　　1m

図22　土壙41（1／40）
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図23　土壌41出土遺物（1／3）
は1．5mを測る。

出土遺物（図23、表1）　　コンテナ1／5ほどの分量が覆土中から散漫に出土した。総量の半ば以

上が陶器類、残りを土師器坪皿、磁器類が占める。平瓦、丸瓦の細片が出土している。また、鉄釘が

複数ある。極小量ながら獣骨も認められる。

728は土師器皿である。726は青磁坪、853は白磁皿鹿部である。外底面に墨書が残る。838は陶器

鉢であ・る。725は白磁水注である。727は石製球で、丁寧に擦り磨いて整形している。

土壌45（図24）

1区土壌18下位の遺構である。2層を掘り下げる過程で検出したもの

で、形状などは不明瞭である。隅円の方形ないしは長方形と見える。調査

区東壁での観察からすると遣存面はかなり高い位置にあるが、上部では覆

土と盛土層（2層）との区分が難しく、実際の検出位置まで確認できなかっ

た。黒褐色で粘土混りの砂を覆土とする。

出土遺物（図25、表1）　　遺物は覆土中から散漫に少量出土した。大

形の破片を含む資料である。陶磁器が3／5ほどの分量あり、残りが土師器坪

皿その他である。磁器には龍泉窯系青磁蓮弁文碗、内底面を輪状に掻き取る

白磁碗があるが、最も多く遺存状態が良好な資料は口禿白磁碗である。

731．732は土師器皿、733は土師器坪である。土師器皿は外底面に板目が

見られないが、坪には残る°皿の口径は実測できた資料で82mm、坪は復原値

で128mmとなる。734・735は口禿の白磁皿である。736は陶器短頸壷である。

＝一一一一一一

図25　土壌45出土遺物（1／3）
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図24　土壌41出土遺物（1／3）

15cm
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井戸48（図26・27）

1区中央部で検出した。土壌23、

土壌50と重複してそのいずれより

も新しい。井戸48に重複して新し

い遺構19は、最近まで使用された

瓦組みの井戸である。掘形はすり鉢

状に大きく掘るが、本例は平面では

楕円形を呈する。下半部で井戸側を

検出した。木製桶形で、最下段のみ

を確認できた。部材は腐朽して痕跡

程度に残る。掘形の埋土は、壁面に

沿って滑り落ちたような堆積であ

る。暗褐色砂層の中に地山砂の黄褐

色砂、当時の表土層と思われる黒褐

色砂層がレンズ状に挟まれる。井戸

側内の覆土は黒褐色粘土層で軟質、

灰が多量に混じっていると観察さ

れる。現状で、井戸側下端が涌水面と

なっており、この位置で標高0．6m

を測る。掘形の長さ3・2m、幅2．5m、

調査面から井戸側下端部までの深さ

1．5mを測る。

出土遺物（図28、表1）　　総量

でコンテナ2／3ほどの分量が出土

した。土器は小破片までの資料で、

土師器杯皿は比較的少量である。

外底面はすべて糸切底で、板目は

あるものとないものと混じる。小

形磁器のうち、白磁は口禿の皿、碗

以外は極小量である。中大形等陶

器は量として多いがいずれも細片

資料である。738・737は土師器皿、

739は土師器坪である。741・824は

龍泉窯系青磁碗で、外面に鏑達弁

文が施される。742は龍泉窯系青磁

坪で内面に型押しの達弁文が施さ

れる。740は鉄釉陶器皿である。

845．847は土師器鍋である。

以上の外、東播系須恵器担鉢細

片がある。平瓦細片は須恵器質で

図26　井戸48（1／40）

図27　井戸48（西から）



〟

図28　井戸48（1／3・1／4）

薄く、胎土は精良で堅微、上下面に縄目叩きを残す。

金属製品には銅銭、鉄釘がある。銅銭は3点出土し、うち2点は「政和通賓」、「天聖元賛」である。

釘とするものには両端が尖って着柄を考えられる資料があり、利器の可能性がある。

遺構50（図26．29）

井戸48のはか、土壙43、44と重複してそのいずれよりも古い。重複によりごく一部が遺存する。

形状規模からして井戸掘形と考えるが、井戸側は遺存しない。2段掘りになっており、覆土は暗褐色

砂、現状で長さ2・5m、幅1・7m以上、調査面からの深さ1・1mを測る。底面の標高は1．2mである。

出土遺物（図30、表1）　　覆土中から散漫に少量出土した。土器は細片から小破片の資料である。

青磁、白磁、鍋類、瓦、鉄製品がある。

土師器坪皿は少量である。

青磁碗744．743は中国製とは見えない資料である。744は胎土が細流砂を顕著に含み、灰色を呈す。

ガラス状光沢をもつ釉がむらにかかり、高台内面まで及ぶ。畳付は施釉後削り取るが、雑である。743

は胎土に粒状性がある。釉にむらがあり発泡して不透明である。745は龍泉窯系青磁坪である。
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白磁は口禿の皿のはかに内底面

を輪状に掻き取る皿（大，皿II2

類）がある。

鍋（748）は土師質で、口縁部を

お大きく外反させる。浅い器形で、

内外面を撫で調整している。

瓦は比較的多量に出土した。丸

瓦は瓦質で厚い。下面に布目上面

には縄目の叩き痕を残す。平瓦は

瓦質で、厚さに変移がある。下面に

縄目叩き痕を残すものと残さない

ものとがある。瓦質で厚さ40mmは

どの資料がある。樽か。

鉄製品では釘が1点出土した。
図29　遺構50（西から）

15cm

図30　遺構50（1／40）

土壌55

1区と2区とにかかる遺構である。形状が不明確であるが、隅円の長方形と考えられる。覆土は黒褐

色の粘土混りの砂である。長さ1．7m、幅1．0m、調査面からの深さ0・2mを測る。

出土遺物（図31、表1・2）　　遺物は少量が覆土中から散漫に出土した。土器は小破片までの資料

である。土師器輝皿は糸切底で底面に板目を残す。

小形磁器は龍泉窯系の蓮弁文碗、白磁皿がある。750は口禿の白磁皿である。752は龍泉窯系青磁坪、

751は縞蓮弁文碗であるが、胎土に粒状性があり、褐灰色を呈す。釉は薄く、発泡し半透明、鈍いガラ

ス状光沢を呈す。施釉部は明緑灰色である。

陶器では長胴壷がある。国産の土器類では東播系須恵器捏鉢のはかに土師質鍋753がある。小形で、

口縁部で大きく屈曲外反する。体部の内外面には刷毛目調整を施す。

井戸63（図32・33）

2区で検出した。遺構73、井戸76と重複する。井戸76より新しいが、遺構73との関係は不明確で

ある。一部が調査区壁にかかる。

井戸側は鹿部を除き腐朽してないが、空隙が完全に埋没することなく上部が塞がったかたちで遣存
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しており、木蓋などで閉塞して放

置したことも考えられる。井戸側

内下位は埋没し、覆土は明らかに

水成の堆積を示す黄褐色粘土であ

る。井戸63の掘形は井戸76掘形

を切り込んでいるが、その井戸側

を破壊していない。あるいは両者

が併存した可能性も考えられる。

確認面では遺構73の範囲をこの

掘形と考えたが、井戸側の位置が

極端に偏ること、調査区壁面がは

がれるようにして崩落した位置が

井戸掘形壁面の可能性があること

から考えると、小径で急角度で立

ち上がる形状が復原できることか

ら別の遺構として取り扱う。

井戸側は結桶形で最下段の下半

部が残る。復原される径0．6m、井

戸側下端は標高0・6mの位置にあ

憂

図31土壙55出土遺物（1／3）
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ぐ）
。

。

＼＼よ

図32　井戸63・遺構73．井戸76（東から）
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る。井戸掘形の径は、上述

のように小さなものであ

るとすれば、径は1・5mほ

どになろう。

出土遺物（図34、表2）

遺物は掘形埋土中か

ら少量が散漫に出土し

た。いずれも細片の土器

である。土師器皿底面糸

切りで外底面の板目が残

されない。759は土師器

坪である。白磁は玉縁碗

（太一碗IV類）、口禿皿が

ある。土師器鍋760は口

縁部を外方に折り、端部

をつまみ上げる。外面は

回転を利用した撫で調整、

図33　井戸63・遺構73・井戸76（1／3）

内面には口縁に沿い断続する刷毛目調整を行なう。外面には口縁直下まで

煤状の付着物が残る。器表は灰白色。

一一一一一　二仲

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15cm

図34　井戸63出土遺物（1／3）

土壌73（図32・33）

2区で検出した。楕円形の掘形をもつ遺構である。覆土は黒褐色砂である。先述したように井戸63

掘形の可能性を残すO現状で、長さ2・7m、幅1・7m以上、調査面からの深さ1．0mを測る。

出土遺物（図35、表2）　　覆土中からコンテナ2／3ほどの分量が出土した。いずれも小破片まで

の資料である。分量に特に偏在はない。土師器坪皿は糸切底で板目が残される。763は皿、764・765は

杯である。白磁は口禿の皿767・766・768とともに碗（太一碗IX類）が見られる。白磁ははかに極小形

の774、皿769（大一皿VIla類）などがある。青磁は龍泉窯系の資料がほとんどである。達弁文碗は

高台径などの点で複数の類型がある（772・829）。坪は内底面に双魚文を貼り付ける（771・770）。この

ほか盤がある（773）。

瀬戸卸皿775は鹿部に箆により条線を刻む。79は土師器とする。外面に叩き目を残す。内面は撫で

調整。内外面とも煤状の付着物が残る。

776～778は土師器鍋である。778は口縁部を外方に屈曲させ、端部をはね上げる点が特徴的である。

古代の遺物も散見される。780は須恵器高台坪、焼塩壷781は体部の極細片であるO

土壌76（図32．33）

2区で検出した。井戸63と重複して古いが、同時に存在した可能性もある。ただし井戸76は埋め立

てられている。井戸側内黒褐色砂質土で埋まり、上部には礫が投入されている。ただ、下部は砂で埋
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図35　遺構73出土遺物（1／3）

まり、井戸側の一部が圧潰した痕跡があることから、砂層も圧演に伴う地山砂の流れ込みであり、そ

の結果埋め立てに至ったものとも考えられる。掘形は不整な円形で2．0m、調査面からの深さ1・2mを

測る。井戸側は結桶形で径は0．6m、井戸側下端は他の井戸より浅く、標高0・8mの位置にある。

出土遺物（図36、表2）　　覆土中からコンテナ2／3ほどの分量が出土した。いずれも小破片まで

の資料である。構成は多様である。土師器坪皿は糸切底で板目があるものとないものとが混じる。龍

泉窯系青磁では、蓮弁文碗に発泡の目立たないものから発泡量が多く、地の見えないものまで変異が

大きい。白磁は口禿の皿がある（788）。土器類は多様で、瓦質土器措鉢・火鉢、東播系須恵器捏鉢のは

かに、京都系瓦質土器釜によく似る790がある。瓦器碗792はいわゆる和泉型か。

789は陶器鉢である。793は土師器坪の鹿部に穿孔途中のものである。両側から作業を進めているが
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図36　井戸76出土遺物（1／3）

貫通していない。795は滑石製石鍋把手部を裁量したもの。全体を平滑に磨いている。794は砥石であ

る。このほかに鉄釘、「景徳元賓」が出土した。

1面出土遺物（図37．38、表2）

調査開始時残された黒褐色砂質土層中出土資料である。

総量はコンテナ1・5箱はどの分量である。半ばが土師器坪皿である。

809～812．814・821・818は口禿の白磁皿、855は高台付の白磁皿である。854は天日釉碗の鹿部で外底

面に墨書が残る。822は陶器皿。856はガラス製小壷である。

830・823・828・825．827は龍泉窯系青磁で、820・823は杯、外は達弁文碗である。

842～844・841．834は陶器短頸壷である。835．837は陶器鉢、839は陶器措鉢である。

848・852・850・849・851は鍋で、849が瓦質土器であるはかは土師器である。

2層出土遺物（図38．39、表2）

現地形を形成した盛土層出土遺物である。総量はコンテナ6箱ほどで、そのうち30％土師器坪、鉢

などの土器類が30％、陶器20％、小形磁器類が2％を占める。磁器では青磁がわずかに多い。

813・815・817・816・820．819は口禿の白磁皿である。831は青白磁の小形壷で、型づくりした上下を接

合して成形する。826は龍泉窯系青磁達弁文碗である。710・836は陶器鉢、840は陶器短頸壷である。

846は土師器鍋。832・833は東播系須恵器捏鉢である。190は鉄製紡錘。558は鉄製釣針である。
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図38　2層出土遺物（1／3・1／2）

III　おわりに

博多132次地点（遺跡）は、標高1m程の高さに堆積した粗砂層上に盛土により造成された地盤上

に営まれた遺跡である。盛土は、砂地の低地を、砂丘砂を主とした土砂により南西方向から北東方向

（現石堂川方向）に向けて埋め立てる様にして進められていったものと思われる。その高さは基盤か

ら1．5mほどでその後、黒褐色の粘質土を主つとした土砂によって均されたものかもしれない。その年

代は、遺物の組み合わせからして、13世紀から14世紀にかかる年代を考えられる。その後、今回調査

した井戸、土壌などに示されるような生活の場として機能したものと思われる。これにより更に生活

面として黒褐色粘質土が生成していったものであろう。しかし、他所にみるように、度重なる造成を

加えることなく、現代に至ったようで、結果として南西側隣地との間に大きな段差を生じることとなっ

ている。この段差は微高地IIの北面斜面として南西方向に続くものであり、崖下の平坦地といった景

観があったのであろうか。

本地点の遺構出土遺物は盛土層（2層）出土遺物とさほど変わりがなく、ごく近い時間を示している。

その後の15、16世紀といった年代を示す資料は少量で、あとは大きく離れて近世も後半期の遺構が遣

されている。これと、上記のような地形の改変の状況からするならば、中世の後半期からあるいは近

世にかけて生活の場からやや離れた位置にあったことが推測できよう

324（F1）　　－．岬r・329（Fl）

図40　銅銭（2／3）

※Fは調査面、Mは遺構
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号
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遺
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番
．弓．

遺 物 種 別 器 種 遺 物 特 記

法 量

胎 土 ．焼 成数 値

の
精 度

口 径
長 さ

底 径

幅

器 高

厚 さ

計 測

特 記

8 0 1 5 土 師 器 皿
／

田 緑 端 部 に 煤 状 の 付 着 物 〔1 ヶ 所 ，灯 ∠

L の 痕 跡 か 中 央 が 薄 い 〕
復 元 6 7 5 1 1 8 胎 土 ：緻 密 で 均 質 ．細 粒 砂 を 含 む ．器 表 ：橙 色 〔5 Ⅷ 6 ／6 〕

一ユJL．－・，． l
8 0 2 5 白 磁 皿 大 一皿 I X l d 復 元 1 0 8 5 2 2 8

胎 土 ：

口 緑 端

緻 密 で 均 質 ． 断 面 ：灰 自 （黄 白 ） 色 〔2・5 Y 9 ．2／0．5 〕 釉 ：全 面 に 薄 く掛 か る ．外 底 面 は 焼 成 別 に 拭 き 取 り．

部 内 外 面 は 焼 成 前 に 削 り取 り （回 転 箆 削 り ）・施 釉 部 の 器 表 ：灰 白 色 〔1 0 Y 8／2 〕
ヽ ．　　　　　　　　　　　　　　　　且　　 ・

8 0 3 5 白 磁 碗 肥 前 系 磁 器 か ？ ∠一　一・．－・ 1 0 9
旨土 ： の で ・．鼠　 T ． ： ヨ色　　　 は　　 に ・ く 均 境 に ．か る ・． で ， けし　 明 ・ 砲 刺 帽 の 器 ． ＝

復 冗 色 （や や 育 味 ）．

8 0 4 5 白 磁 皿 肥 前 系 磁 器 か ？ ∠　　－．－． 6 8
の で ・．腰　　 ・′、　　 1 0 Y R 9 1

復 冗 全 面 に 薄 く 施 釉 ．釉 は 発 泡 し ， 半 透 明 ．施 釉 部 ：淡 灰 色 〔5 G Y 8．5 ／0 ・3〕

ヽ ・　　　　　　　　　　 ．・　ヒ1
8 0 5 5 龍 泉 窯 系 青 磁 碗 小 野 一青 磁 達 弁 文 湾 C 群 ∠　．一一一・ 1 3 3

。土 ： 衝 で 均 ．′ 孔 あ ・ r 1 ：　 ノ ・ で に ぷ い 漁 色 1 0 Ⅷ 7 4　　　 は　 潤 し　 明 ．器　 は　 脂 犬
復 元 沢 ．施 釉 部 ：明 オ リ ー ブ 灰 色 〔2 ．5 G Y 7 ／l 〕

ヽ．　　 ．．ヒ　　　　　　　　　　　 競　 ．
8 0 6 5 粉 育 沙 器 碗 粉 青 沙 器

胎 土 ：

リー ブ

や や 粒 状 性 ，細 孔 あ り・断 面 ：褐 灰 色 〔1 0 Ⅷ 6 ／1〕　 釉 は 薄 く掛 か る ・発 泡 し 半 透 明 ．樹 指 状 光 沢 ．施 釉 都 ．オ

h灰 色 〔1 0 Y 7 ／2〕

吊呈 ・　 一循 罰 ． 膣　 1 8
8 0 7 5 瓦 質 土 器 湯 釜 体 部 突 帯 で の 径 ：2 4 0 復 元 1 4 6

胎 土 ：緻 密 ，微 砂 粒 を 含 む 〔火 山 ガ ラ ス ま た は 雲 母 と 見 ら れ る 粒 子 が 顕 著 〕．断 直） 層 状 に 色 調 が 変 化 ・ 灰 白 色 〔1 0 Y R

7／1〕・に ぷ い 黄 橙 色 〔1 0 ⅶ 6 ／4〕 瓦 質 ・器 表 は 燻 し ． 内 面 ：暗 灰 黄 色 〔2ま Y 5／2 〕・竺 面 。惑 色 ． 、

8 0 8 5 育 白 磁 小 形 壷 体 部 径 ： 7 8 復 元 4 7
胎 土 ：緻 密 で 均 質 ．や や 塊 状 を 呈 す ．断 面 ：赤 黄 白 色 〔1 0 Y R 9／1〕　 口 緑 部 内 面 の 一一．郡 が 膵 胎 ，発 泡 し て 半 透 明 ．施 釉

部 の 器 表 ：灰 白 色 〔5 G Y 8．5 ／0 ．3〕，虜 胎 部 器 衷 ：に ぷ い 橙 色 〔5 Ⅷ 6／4〕

7 0 1 1 8 土 師 器 杯 実 測 1 2 5 8 0 2 5 胎 土 ：や や 粒 状 性 ．　 器 表 ：淡 黄 色 （2．5 Y 8／3 ）

一日．7 0 2 1 8 土 師 器 皿 実 測 8 2 6 1 1 2 胎 土 や や 粒 状 性 ．粗 粒 砂 を 小 量 含 む （石 失 ），雲 母 細 片 を 含 む （金 属 光 沢 ）

7 0 3 1 8 皿 、　 で の ’み ’1 7 9 5 1 1 4 ，　　 少　 む　 英 ，　 で　　 己7 、か　　　 ：1　 盟　 1 0 Ⅷ 8 3

7 0 4 1 8 土 師 器 皿 実 ’測 8 1 6 2 1 3 胎 土 ：精 良 ，粗 粒 砂 を 少 量 含 む 。　 器 表 ：浅 黄 橙 色 （ 1 0 Ⅷ 8／3）

7 0 5 1 8 土 師 器 皿 む し ろ 小 形 の 坪 実 ’測 8 5 6 0 1 6 胎 土 ：精 良　 器 表 ： に ぷ い 橙 色 （ 7．5 Ⅷ 7／4 や や 明 る い ）

7 0 6 1 8 土 師 器 皿
ノ

実 ’測 8 2 6 0 1 5 胎 土 ：精 良 粗 粒 砂 を 少 量 含 む ． 器 表 ：淡 黄 色 （2．5 Y 8／3 ）

7 0 7 1 8 土 師 吉 師 実 2測 1 2 4 8 2 2 4 胎 土 ：精 良　 器 表 ：に ぷ い 黄 橙 色 （1 0 Ⅷ 7／3）

3 0 7 1 9 銅 銭 ほ カ 、に 2 枚
約 着

7 2 2 2 3 土 師 器 坪
平 面 形 歪 （卵 形 ），口 緑 端 の 一 部 の 端

部 内 面 に 煤 状 の 付 着 物
実 測 1 1 9 9 6 2 0 胎 土 ： や や 粒 状 性 ，少 量 の 砂 粒 を 含 む （花 崗 岩 ？）　 器 表 ：に ぷ い 橙 色 〔 5 Y R 7／4〕

3 0 9 2 4 銅 銭 「開 元 通 賓 」

3 1 0 3 3 銅 銭 「政 和 通 賓 」

7 0 8 3 3 陶 器 短 頸 壷

口 緑 部 ，体 部 ，鹿 部 破 片 が あ る ，相 互 に 接

合 し な い 。口 緑 部 か ら 体 部 に か け て 被 熟

に よ る も の か 、器 表 が 剥 落 し て い る 。

∠　 ・一一一一一． 2 0 5 1 7 0
胎 土 ：細 粒 ～ 粗 粒 砂 を 大 量 に 含 み （長 石 ， 石 英 ），黒 色 ・ 器 表 ：釉 薬 が む ら に か か る ．倒 立 さ せ て 鹿 部 か ら か け た

復 冗 も の の よ う で 、釉 の 流 れ 方 が 逆 で あ る 。 〔十 定 し な い が 、全 体 と し て 灰 オ リーブ 色 （ 5 Y 6 ／2 ）〕

l　　　　　　　　　　　　　　　　　 立
7 0 9 3 3 陶 器 広 口 壷 ∠　　－．一・一 2 4 4 1 5 8 1 5 3

土 ：、 ，′、、 妙 を ′、　 む　 ？　　　　 の　 言 と　 の 上　 ロ ， は 、 日 で　 口 は 狙唱 ′、　 1 0
復 冗 R 2／2），露 胎 部 ：褐 灰 色 （ 5 Ⅷ 5／1）

　ヽ　　　　　　　　　　　や　－
7 1 1 3 3 陶 器 広 口 壷 実 測 8 5

胎 土 ：

4 ）〕．館

や や 粒 状 性 あ り ・細 礫 を 少 量 含 む ．　 器 表 ：全 面 に 施 釉 ， 不 透 明 ，カ フ ス 光 沢 〔施 釉 部 ． 暗 赤 褐 色 （ 5 Ⅷ 3 ／

胎 部 （断 面 ） ：に ぷ い 橙 色 〔 5 Y R 7／3〕

7 1 2 3 3 陶 器 短 頸 壷 体 部 最 大 径 ： 1 2 3 復 元 7 0 胎 土 ：精 良 〔に ぷ い 赤 褐 色 （ 5 Ⅷ 5／4 〕　 器 表 ：全 面 に 極 薄 い 釉 〔施 釉 部 ：暗 褐 色 10 Ⅷ 3 ／3，鈍 い 光 沢 〕

、 　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 や　　－と一　　　　　　 歳　 ．
7 1 3 3 3 龍 泉 窯 系 青 磁 碗 大 －碗 Ⅰ 5 b 〔鏑 蓮 弁 文 碗 〕 1　．．一一‾ 1 6 7 5 5 6 8

胎 土 ： 良 ， 附 しあ　　 器 ： は　 台　 の 一 。 に 及 ぶ ・透 明 ，ガ フ ス 光 沢 を 呈 し ，＝ 人 が 晃 者　 施　 郡 ．オ リ ー
復 冗 ブ 黄 色 〔5 Y 6／3〕　　　　　　　　　　　　　　　 、 、＿ 、 、　　　　　　 ．

7 1 4 3 3 龍 泉 窯 系 青 磁 碗 大 －碗 Ⅰ 5 b 〔鏑 蓮 弁 文 碗 〕 ／　．一一．一． 1 6 5
胎 土 出 良 ，灰 白 色　 2．5 G Y 8 ／1 ，樹 脂 状 光 沢　 器 表 ：や や 発 泡 し ， 半 透 明 ・ガ フ ス 光 沢 を 呈 す ．施 釉 部 ．オ リ ーフ

復 冗 灰 色 〔 1 0 Y 7 ／2 〕　　　　　　　　　　　　　　　　 ‥　 、一 、 、　　　　　　 ．

7 1 5 3 3 龍 泉 窯 系 青 磁 碗 復 元 1 6 7
胎 土

色 〔

精 良 ，灰 色 〔 7 ．5 Y 6 ／1 〕，樹 脂 状 光 沢　 器 表 ：細 か く発 泡 す る が ，透 明 ．ガ フ ス 光 沢 を 呈 す ・施 釉 部 灰 オ リ ーフ

5 Y 5 ／2〕・質 入 顕 著　　　　　　　　　　　　　　　 、　　　　　 ．

7 1 6 3 3 龍 泉 窯 系 青 磁 杯 大 一 杯 ⅠⅡ 3 類 ∠　　．－ 2 2 0
胎 土 ： 良 ，黒 色 斑 生 ，灰　 色 1 0 Ⅷ 7 ／1 ， 川副 犬 光 沢　 器 ： 泡 し ， 透 明 ，施　 言 ：オ リーフ 灰 色 1 0 Y 5 ／1

復 冗 黄 色 味 殆 ど無 し 〕　　　　　　　　 、 。＿　　　　　　　 。　　　　　　 →か

7 1 7 3 3 龍 泉 窯 系 青 磁 碗 大 －碗 Ⅰⅱ 3 類 復 元 1 6 6 胎 土 ：精 良 ，灰 白 色 〔 1 0 Ⅶ 7／1〕，無 光 沢　 器 表 ‥透 明 ， カ フ ス 状 光 沢 ，施 釉 部 ． オ リ ーフ 黄 色 〔 5 Y 6 ／3 〕， 質 入 顕 著

ヽ
7 1 8 3 3 天 日 釉 陶 器 碗 復 元 1 1 2

胎 土 ：精 良 ，少 量 の 細 粒 砂 粒 ・細 孔 あ り ，明 灰 褐 色 〔 7 ・5 Y R 7／1〕，無 光 沢　 体 部 上 半 部 内 面 の 全 面 に 施 釉 ．釉 ・不 透

明 ， ガ ラ ス 光 沢 （や や に ぷ い ）．施 釉 部 ：赤 黒 色 〔 2 ．5 Ⅶ 1．7 ／1〕

7 1 9 3 3 ヽ ∠　元 1 2 6 8 5 2 4 言　 ： 、　　 ・少　 の 、 、 d　　 む ・　　 ：澤 猪訓 電　　 7 ．5 Ⅷ 8 4

7 2 0 3 3 土 師 器 皿 復 元 7 5 5 6 1 3 胎 土 ： l精 良 網 礫 を 極 少 量 含 む ．に ぷ い 黄 橙 色 〔 1 0 Ⅷ 7 ／2〕

7 2 1 3 3 石 鍋 復 元 2 1 5 石 材 l滑 石

や、一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．7 2 3 3 9 青 磁 碗 中 国 製 で は な い ？ 復 元 5 0 胎 土 や や 粒 状 性 ，灰 色 〔7 ．5Ⅷ 6／1〕，無 光 沢　 器 あ 内 面 施 釉 ，釉 ：薄 く，カ フ ス 状 光 沢 ・施 釉 部 ・暗 オ リ ーフ 色 〔5 Y 4 ／3〕

、ト
7 2 4 3 9 瓦 質 土 器 鍋 「京 都 型 瓦 質 焼 成 土 器 」

胎 土 ：緻 密 ，細 流 砂 を 顕 著 に 含 む ・断 面 ：灰 白 色 〔 2．5 Y 7 ／1〕 器 表 ：む ら が あ る ． 明 部 で は 灰 白 色 〔 5 Y 7 ／2〕，外 面

は 煤 状 に く す む
　ヽ　　　　　　　　　5．．－，．

7 2 6 4 1 龍 泉 窯 系 青 磁 坪 ？ 実 測 5 5
胎 土 ：緻 密 で 均 質 ・断 面 ：灰 白 色 〔 7．5 Y 7／1〕　 全 面 施 釉 し ，畳 付 部 は 掻 き 取 る ・釉 は 発 泡 し ， 半 透 明 ，カ フ ス 光 沢 ．

施 釉 部 ：オ リー ブ 灰 色 〔 5 G Y 6／1〕

7 2 7 4 1 石 製 球
面 取 りな ど が残 って い な い ．丁寧 に研 磨 した もの

か 、若 し く は自 然 の朗 初 （ポ ッ トホ ー ル ）か ・
実 測 4 0 砂 岩

7 2 8 4 1 土 師 器 皿 復 原 8 3 6 4 1 0 胎 土 や や 粒 状 性　 器 表 ：淡 黄 色 （2．5 Y 8／3 ），

　ヽ　　　　　　　　　や．－．．
8 3 8 4 1 陶 器 鉢 復 元 1 8 8

胎 土 ：緻 密 ，細 礫 を 含 む ． 断 面 ：貴 灰 色 〔2・5 Y 6／1〕　 釉 ：口 緑 端 部 以 下 の 内 面 に 掛 か る ．薄 く ，半 透 明 ，カ フ ス 光 沢

を 呈 す ．施 釉 部 の 器 表 ：オ リ ーブ 黄 色 〔7 ・5 Y 6 ／3 〕．外 面 露 胎 部 の 器 表 ：に ぷ い 褐 色 〔7・5 Ⅷ 5 ／4〕
ノ亡

8 5 3 4 1 白 磁 皿
大 l 白 磁 皿 Ⅷ 類 ？（ 内 底 面 無 文 ）

外 底 面 に 墨 書 「□ 門 」？
復 元 3 5

胎 土 ：緻 密 で 均 質 ．細 孔 を 生 じ る ．断 面 ：灰 白 色 〔2 ・5 Y 8／2〕た だ し 断 面 も か な り 汚 染 ？　 釉 ：内 外 面 に 施 釉 後 、外 底

面 を 削 り取 る ．施 釉 部 の 器 表 ：明 灰 赤 黄 色 〔1 0 Ⅷ 8 ／2〕

やヽ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゝ
7 2 5 4 2 白 磁 水 注 北 宋 代 ，体 部 最 大 径 （復 原 ）1 4 5 復 原

胎 土 ：緻 密 ，均 質 ，断 面 ：灰 白 色 〔 7．5 Y 8／1〕　 器 衷 ：削 面 施 釉 ，釉 ：発 泡 す る が 透 明 ，質 入 顕 著 ・釉 の 厚 い 部 分 で は

釉 が 灰 オ リ ーブ 色 〔 7・5 Y 5／2〕， 施 釉 部 は 全 体 と し て は 灰 白 色 〔 7・5 Y 7 ／2〕

7 2 9 4 4 土 師 器 皿 復 元 8 3 7 8 1 0 胎 土 緻 密　 器 表 ：煉 さ れ た よ う な 変 化

7 3 0 4 4 平 瓦 実 測 1 4 胎 土 粒 状 性 あ り ，粗 粒 砂 を 少 量 含 む （石 英 ）　 須 恵 器

7 3 1 4 5 土 師 吉 皿 実 測 8 2 6 1 1 2 胎 土 精 良 ，極 少 量 の 粗 粒 砂 を 含 む ． 器 表 ：浅 黄 色 （ 2．5 Ⅷ 7／3）

一一一11－・7 3 2 5 ∠　元 ． ム
口

址 、 、 著 ．、 、 沙　　　　 失　　　 ：に ぷ い　　　 ⅶ

7 3 3 4 5 土 師 器 杯 復 元 1 2 8 8 6 2 6 胎 土 緻 密　 器 表 ：浅 黄 橙 色 （ 1 0 Ⅶ 8／3）

や
7 3 4 4 5 白 磁 皿 復 元 9 7 5 8 2 6

緻 密
細 か

で 均 質 ，断 面 ：灰 白 色 〔 2 ．5 Y 8／1〕　 全 面 に 施 釉 ，口 緑 部 回 転 削 り （2 端 面 形 成 ），畳 付 ぶ は 荒 く掻 き 取 る ．釉 は

く 発 泡 す る が 透 明 ．施 釉 部 ：明 オ リ ー ブ 灰 色 〔 2 ．5 G Y 7／1〕

や　　　－．か
7 3 5 4 5 白 磁 皿 復 元 1 1 4 5 8 4 3

緻 密 で 均 質 ，断 面 ：灰 白 色 〔 2 ．5 Y 8／1〕　 全 面 に 施 釉 ，言 緑 部 回 転 削 り （2 端 面 形 成 ），畳 付 ぶ は 荒 く掻 き 取 る ．釉 は

細 か く 発 泡 す る が 透 明 ．施 釉 部 ：淡 黄 緑 灰 色 〔 0．5 G Y 8 ／1．5 J I S ：パ ー チ メ ン ト 〕
－ヽ　　　　　　　　　　．、－．，

7 3 6 4 5 陶 器 短 頸 壷 胴 部 最 大 径 ：9 0 復 元 4 0
緻 密 で 均 質 ．断 面 ：灰 白 色 〔 1 0 Y 7 ／1〕 釉 ：屑 部 以 上 の 外 面 と 口 緑 端 の 内 外 面 に 施 釉 ．釉 は 薄 く ，透 明 ，カ フ ス 光 沢 ・

施 釉 部 ：黄 褐 色 〔2 ・5 Y 5／4 〕

3 1 6 4 8 銅 銭 「政 和 通 貨 」

3 1 8 4 8 銅 銭 「天 聖 元 貿 」

7 3 7 4 8 皿 ‘ 元 9 2 7 1 1 4 ．、 智 で ニ　　　　 ：浅 黄 橙　 10 Y R 8 4

7 3 8 4 8 土 師 器 皿 復 元 8 0 5 8 1 2 緻 密 で 均 質　 器 表 ：淡 黄 色 （2 ・5 Y 8 ／3），

7 3 9 4 8 土 師 器 坪 復 元 1 2 5 9 2 2 7 や や 粒 状 性 ，均 質　 器 表 ：浅 黄 橙 色 〔 1 0 Ⅷ 8／3〕

や　、　　　　　　　9．．－　　　　　1 　ヽ 　　　　　　ヽ
7 4 0 4 8 鉄 釉 陶 器 皿 復 元 1 2 2 4 2 3 5

胎 土

明 ．施

：撤 密 で 均 質 ．細 孔 顕 著 ．灰 白 色 〔 2・5 Y 7 ／1〕 釉 ：内 面 か ら 外 面 の 上 部 1／3 に 及 ぶ ．薄 く ，カ フ ス 状 光 沢 ．不 透

釉 部 ：黒 褐 色 〔 5 Ⅷ 2／2〕
h　－．1－．　　日

7 4 1 4 8 龍 泉 窯 系 青 磁 碗 復 元 4 0
胎 土 ：緻 密 で 均 質 ，細 孔 を 認 め る ．断 面 ：灰 白 色 〔 5 Y 8／1〕　 釉 ：全 面 に 及 ぶ 渦 台 宜 付 部 の み 焼 成 削 掻 き 取 り ・釉 ．

わ ず か に 発 泡 す る が 透 明 ，ガ ラ ス 状 光 沢 ．質 入 顕 著 ．
　ヽ一一・一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一L▲・

7 4 2 4 8 龍 泉 窯 系 青 磁 碗 盤 復 元 1 3 3 6 7 3 8
胎 土 ：緻 密 で 均 質 ・断 面 ：明 灰 赤 色 〔 5 R 7．5／2 〕　 釉 ：全 面 に 及 ぶ ．南 台 畳 付 部 の み 焼 成 的 掻 き 取 り ．釉 ・細 か く発

泡 し て 半 透 明 ガ ラ ス 状 光 沢 ．氷 裂 ．施 釉 部 ：明 緑 灰 色 〔 1 0 G Y 7 ／1 ・5〕

8 2 4 4 8 龍 泉 窯 系 青 磁 碗 大 一 龍 泉 窯 系 青 磁 碗 1 5 b 類 復 元 1 6 0 5 1 6 1

大 高
き 台
く　径
5 3 ．ま
カ ）や

．や

胎 土

は 高

タ

：緻 密 で 均 質 ． レ ン ズ 状 の 細 孔 を 生 じ る ． 断 面 ：白 色 ？ 汚 損 の た め 不 明 瞭 ・ 施 釉 ：高 台 外 面 ま で の 全 面 ，一 部
台 内 に 及 ぶ ．釉 ：発 泡 し て 不 透 明 ．質 入 を 生 じ る ．ガ ラ ス 状 光 沢 ・施 釉 部 の 器 表 ：明 青 緑 色 〔7・5 G 8・5／2 ．5 〕

8 4 5 4 Ⅰ 元 2 1 台 ：、1、 ／ 、 著 で 、 粒 砂　 多　 に　　　　　 ： 盟　 ．7

8 4 7 4 8 土 師 器

P

鍋
口 縁 の 復 元 値 が 異 状 に 大 き い ・外 面 に

は 煤 が 付 着 す る ．
復 元 5 1 6 胎 土 ：粒 状 性 が あ り ， 粗 粒 砂 を 含 む ．レ ン ズ 状 の 空 隙 が 生 じ る ． 器 表 ：内 面 で に ぷ い 黄 橙 色 〔1 0 Ⅶ 7 ／4 〕

漣 ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　く、

7 4 3 5 0 青 磁 碗 中 国 製 で は な い ？ 復 元 5 4
胎 土

発 泊

：や や 粒 状 性 ，均 質 ， 断 面 ：灰 白 色 〔 1 0 Ⅷ 7 ／1〕， 光 沢 無 し　 釉 ：一 部 が 南 台 外 面 に 及 ぶ ，体 部 で も む ら あ り ・

し て 不 透 明 ，樹 月別 犬 ？光 沢 ．施 釉 部 ：オ リーブ 黄 色 〔7 ・5 6／3〕

7 4 4 5 0 青 磁 碗 中 国 製 で は な い ？ 復 元 5 2

胎 土 ：緻 密 だ が 細 粒 砂 を 顕 著 に 含 む （ 白 色 不 透 明 ：長 石 ？）， 光 沢 無 し ・断 面 ：灰 色 〔 5 Y 6／l〕 釉 ．細 か く 発 泡 し ，

半 透 明 ，ガ ラ ス 状 光 沢 ・ む ら に 掛 か る ．一 部 が 高 台 内 面 に 及 ぶ （畳 付 部 は 削 り と る ）．施 釉 部 ：灰 オ リ ーブ 色 〔5 Y 6／

2〕
　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　）　」♪ 一一一　　 I　l ’

7 4 5 5 0 龍 泉 窯 系 青 磁 坪 大 一 杯 ⅠⅡ 3 類 復 元 1 3 8
胎 土
釉 部

撤 密 で 均 質 ．断 面 ：黄 白 色 〔 5 Y 9／0 ．5 〕　 全 面 に 厚 く施 釉 ・釉 は 発 泡 し 半 透 明 ，質 入 を 生 じ カ フ ス 状 光 沢 ．施

明 緑 灰 色 〔 1 0 G Y 7／1〕，

7 4 6 5 0 、に　 て は　　　　 iほ っ　　　 な い 3 6 ．、 ソ・　 が ま　 やる ． ・ で　　　　　 ． ／　 5 Y 6 1

7 4 7 5 0 土 師 器 ？
し1　　　　　　　　　 ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 °

弥 生 終 末 期 ？ 胎 土 ナ
：粒 状 性 顕 著 ．細 流 砂 を 多 量 に 含 む ．　 器 表 ：灰 黄 色 〔 2／5 Y 7／3 〕

7 4 8 5 0 土 師 器 鍋

、細 片 か ら 復 元 し て い る の で 、計 測 値 は

不 確 実 ．外 面 が や や く す ん だ よ う に

な っ て い る ．

復 元 3 2 3 胎 土 ：粒 状 性 ・細 礫 を 顕 著 に 含 む ・　 器 表 ： に ぷ い 橙 色 （ 5 Ⅷ 6／3 ）

7 4 9 5 3 瓦 器 碗 「大 和 型 」瓦 器 碗 か 復 元 1 3 6 胎 土 ：緻 密 で 均 質 ． 断 面 ：灰 白 色 〔 1 0 Ⅷ 8／1〕　 瓦 器 ，堅 緻 ・ 器 表 は 内 外 面 と も 黒 色 ・

ヽ
7 5 0 5 5 白 磁 皿 口 禿 ，大 一 皿 Ⅸ l c 類 復 元 1 0 8　　 5 8　　 3 3

胎 土 ：緻 密 で 均 質 ・断 面 ：赤 黄 白 色 〔10 Ⅷ 9 ／1〕　 全 面 に 施 釉 ，鹿 部 畳 付 か ら 鹿 部 近 くの 体 部 ま で を 回 転 拭 き 取 り ・

口 縁 端 と 内 面 側 を 焼 成 前 に 回 転 削 り と り．釉 は 発 泡 し 半 透 明 ，に ぷ い ガ ラ ス 状 光 沢 ．施 釉 部 ：灰 白 色 〔1 0 Y 8 ／1〕

表1報告遺物一覧1
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調査 遣存量 （詳細） 遺物番号

外底面 ：糸切り＋板目　 内底面 ：中央横撫で仕上げ （単回） 801

体部外面 1／3 は回転箆削り・ 大破片 （鹿部の全部と体部の一） 802

鞭墟引き上げ・ 体部の細片 803

体部内面に菊花型押し出し 鹿部の細片 804

外面に 「ラマ式達弁」 口縁部の細片 805

内外面に白土象散による圏線 ，内面に文様 （型押し） 806

外底面 ：外面 ：休部に粗い箆磨き．口緑部の内外面は撫で調整・ 上半部の小破片 〔l／4〕 807

体部は縦の凹線で分割 （4～5 区画 ），各面に型押しの花文を施文 〔6 葉の花弁〕 体部 （1／4），口縁部のごく一部 （端部は欠か？） 808

外底面 ：糸切り　 内底面 ：横方向の撫で （単 ） 701
外底面 ：糸切り＋かすかに板目　 内底面 ：周縁撫で＋軽い螺旋状撫で 口縁の一部を欠く 702
外底面 ：糸切り　 内底面 ：中央に螺旋状の仕上げ撫で 703
外底面 ：糸切り　 内底面 ：周縁部撫で仕上げ 704

705
外底面 ：糸切り＋板目 （痕跡程度 ） 内底面 ：周縁撫で （不明瞭） 口緑を部分的に欠く 706
外底面 ：糸切り＋板目　 内底面：中央横方向の撫で仕上げ 後門部の半ばを欠く 707

307

外底面：糸切り＋板目　 内底面：中央部横撫で仕上げ（極軽い） 完存 （口緑の極一部を欠く） 722

309

310

鹿部を先に成形したものか，明確な段が残り、形状も不連続．体部内面に叩き当て具痕 ，頸部直下の内面には斜め方向の刷毛目

調整 708

内外面とも輯櫨痕内面は特に強い・内底面近くに目痕 〔4 箇所，砂目〕 体部の殆どと，口縁部1／4 709

（内外面回転撫で調整）　 外底面 ：碁笥底　 内底面：大きく往復撫で仕上げ 鹿部近くの全体 711

全体に回転撫で調査 ，外面肩 （最大径部）以下は極強い撫でにより波状 ・ 712

上半部の 1／2 を欠く 713

状半部 1／2 の破片 714

片彫りによる鏑蓮弁文 上半部の小破片 715

口縁端部は敵墟挽き引き上げ？ 上半部の細片 716

外面 ：カタ彫りによる鏑蓮弁文 上半部 ，1／4 の破片 717

体部下半部外面に飽掛け 上半部 ，1／4 の破片 718 ／

口縁部端部の仕上げ撫でが端部に及ばず，端面として残る． 外底面 ：糸切り放し　 内底面 ：中央部横撫で仕上げ？ 1／4 以下の小破片 719
外底面 ：糸切 り放し　 内底面 ：周縁撫で仕上げ－ 1／4 の小破片 720

髪による削りだし，研磨 口縁部の細片 721
外底面 ：高台厚さにむら　 内底面 ：輪状の目痕 〔胎土？〕 鹿部 （1／2）の破片 722

外面 ：撫で調整，体部にかけて刷毛目調整，内面 ：口緑端部を撫で調整する以外は横方向の刷毛目調整 724

726

完存 727

外底面 ：糸切り＋板目　 内底面 ：中央部横撫で仕上げ 小破片 （1／3） 728

叩き成形の後，口緑に沿う撫で調整を行う？ 上半部の細片 838

鹿部の小破片（1／2） 853

全体を擁櫨引き後 ，回転撫でか （体部内面に引き上げ痕が残り，波長が短く凹凸が大きい）・ 口縁部．鹿部を欠く大破片 （3／4 遺存） 725

外底面 ：糸切り＋板目？ 内底面 ：周縁部撫で仕上げ 小破片 （1／3） 729
凹面 ：荒い布目，凸面：荒い格子目叩き 後端部の細片 730
外底面 ：糸切り　 内底面 ：周縁撫で仕上げ 大破片 （3／4） 731
外底面 ：糸切り　 内底面 ：被熟したものか，荒れが著しい． 小破片 （1／4） 732

外底面 ：糸切り＋板目　 内底面 ：中央部横撫で仕上げ 口縁部の3／4 を欠く 733

小破片 （1／3） 734

小破片 （1／3） 735

肩部以上の小破片 （1／4） 736

316

318

外底面 ：糸切り＋板目　 内底面 ：周縁撫で仕上げ 小破片 （1／4） 737
外底面 ：糸切り　 内底面 ：横撫で仕上げ 小破片 （1／3） 738

小破片 （1／4） 739

体部下半部に回転へら削り． 小破片 （全形を復元できる1／4） 740

外面に鏑蓮弁文か ，鹿部破片のため詳細不明・ 鹿部の小破片 741

内面 ：型押し達弁文？ 小破片 （全形を復元できる1／4） 742

外面に鏑蓮弁文 〔片彫り〕　 外底面：高台畳付の釉は一部を掻き取る． 大破片 （口緑部の大部分を欠く） 824

内外面の下部2／3 に刷毛目調査 大破片 （1／3） 845

内面は撫で調査後 ，下半部に刷毛目調整． 外面は体部に粗い刷毛目調整． 847

体部下半に回転箆削り． 下半部の小破片 （1／3） 743

体部外面下部iこは，細かな単位で箆削りが行われているかもしれない （釉のため見えず）．器表面に砂粒が残る・ 外底面 ：畳
鹿部の小破片 （l／3） 744

付部の箆削りは粗雑．

端部は折り上げる？ 上半部の小破片 （1／3） 745

緑部の極細片 746
外面柵かな叩き目 〔全体として山形〕，内面丁寧に撫で調整 体部の極細片 747

内面～外面口緑端部は回転撫で調整．体部の外面は押さえ撫で調整 ・ 748

外面口緑部付近は撫で、内面は箆磨き・ 口緑部の細片 749

外底面 ：釉拭き取り部は光沢もち，明黄褐色か 〔Ⅷ 6／8〕 小破片 （1／4） 750
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法 量

胎 土 ．焼 成数 値
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精 度
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長 さ

底 径
幅

器 高
厚 さ

計 測
特 記

7 5 1 5 5 青 磁 碗 高 腰 青磁 ？ 復 元 170
胎 土
部 ：

：粒 状性 あ り ， 均質 ・ 断 面 ：褐 灰 色 〔10 YR 5 ／1〕　 釉 ：薄 く掛 か る ・ 発 泡 し ， 半透 明 ． 樹 脂 状 光沢 ・ 施 釉
オ リー ブ灰 色 〔10 Y 5 ／2 〕

7 52 5 5 龍 泉 窯 系 青 磁 坪 大 一杯 III 3 類 復 元 114
胎 土 ：緻 密で 均 質 ・細 孔 あ り ・断 面 ：灰 白 色 〔7．5 Y 8 ／1〕　 全面 に 厚 く施 釉 ．釉 は発 泡 し半 透 明 ， 質入 を生 じ ，に
ぷ いガ ラ ス状 光 沢 （口緑 部 内面 は す りガ ラ ス状 ）・施 釉 部 ：明 緑 灰色 〔10 G Y 7 ／1・5），

7 53 5 5 土 師 器 鍋
外 面 特 に 口 緑 部 は 被 熟 に よ る劣 化 か
脆 い ・

復 元 20 7 胎 土 ：粒 状性 顕 著 ．租 粒 砂 を少 量含 む ．　 器 表 ：鈍 い 橙色 〔7 ．5 Ⅷ 7／3 〕

8 13 5 6 白 磁 皿 大 －白磁 皿 IX l b 煩 （口禿 ） 復 元 9 1 5 5 2 5
胎 土 ：緻 密で 均 質 ．細 孔 あ り・ 断 面 ：赤 黄 白色 〔10 Ⅷ 9 ／1〕　 鹿 部 と付近 の 体部 以 外 に施 釉 ．口緑 部 は内 外 面 の端
部 を焼 成 前 に削 り取 る．施 釉 部 の器 表 ：黄緑 灰 色 〔0．5 Y 8／1・5 釉 の厚 い部 位で は 青 味），構 胎 ぶ の釉 際 はに ぷ い褐 色
〔7 ・5 ⅶ 5 ／4 〕

8 46 5 7 土 師 器 鍋 ∠　　一一．．－ 31 5
胎 土 緻 密 ，租 粒砂 を含 む ．断 面 ：にぷ い 橙 色 〔7．5 Ⅷ 7／3 〕　 器 表 ：使 用 に よ る もの か ， 外 面 は 口緑 端 まで煤 が

復 元 付 着 内 面 も変 色 してい る ・

8 16 5 8 白 磁 ・m 大 一白磁 皿 IX I c 類 （口禿 ） 復 元 10 9 6 9 3 0
胎 土 ：や や粒 状 性 ，均 質 ．断 面 ：赤 黄 白 色 〔10 YR 9 ／l〕　 釉 ：全面 に施釉 し ，焼 成前 に 外底 面 を 拭 き取 り口 緑部 の
内 外面 を 削 り取 る ．釉 は発 泡 して 半透 明 ． 施 釉部 の 器 表 ：灰 白色 〔2 ．5 G Y 8／1〕

8 3 1 5 8 育 白 磁 小形 壷 復 元 5 9 4 4 4 8
胴　 部
径 ：73

胎 土 ：緻 密で 均 質 だが ，脆 い 〔層 状 の構 造 〕・断 面 ：赤 黄 白色 〔10 Ⅷ 9 ／1〕　 施釉 ：口緑部 を除 く内面 ， 口緑 部か ら
鹿 部近 くの 外面 に 掛 か る ・ 口線 状端 面 を施 釉 後 削 り取 る．釉 ：透 明で ガ ラ ス光 沢 ・ 施釉 部 の 器表 ：釉 の 薄 い 部位 で
は 灰 白色 〔5 G Y 8・5 ／0 ・3 釉 が 無 色透 明 〕， 厚 い 部位 で は 黄緑 灰 色 〔5 GY 6 ／1〕

7 54 6 2 土 師 器 坪 歪 大 復 元 12 5 8 0 3 0 胎 土 粒 状性 顕 著 で ，柵 礫 まで を含 む．　 器 表 ：浅 黄橙 色 〔10 Y R 8 ／4 〕

7 55 6 2 土 師 器 坪 復 元 13 0 9 9 2 8 胎 土 緻 密 ，細 流 砂湿 り ， 細 孔が 顕 著 ・　 器 表 ：浅 黄 橙 色 〔10 Ⅷ 8／3 〕

7 56 6 2 青 磁 碗 復 元 4 5
胎 土 ：緻 密 で均 質 ．断 面 ：灰 色 〔7．5 Y 6／1〕　 釉 ：高 台外 面 に及 ぶ ．薄 く ，透 明 で樹 脂状 光 沢 ．施 釉部 ：灰 オ リ ー
ブ 色 〔7・5 Y 6／2 〕

7 57 6 2 青 磁 碗 復 元 16 6
胎 土 ：緻 密 で均 質 ，無 光 沢 ．断 面 ：褐 灰 色 〔10 Ⅷ 6／1〕　 釉 ：内 外面 に薄 く掛 か る・口縁 端 部 の外 面 に 溜 ま る．表 面

は やや 風 化 す る ものか ，鈍 い 光沢 ． 施 釉 部 ：灰 オ リー ブ 〔5 Y 6 ／2〕
7 58 6 2 白 磁 香 炉 ？ 育 白磁 ？ ， 脚 付 胎土 緻 密で 均質 ．断面 ：浅 黄灰 色 〔2 ．5 Y 8．5 ／1・5 〕　 釉 ：発 泡 し ，半 透明 ・施 釉部 ：明 緑灰 色 〔7 ．5 G Y 8 ／1 や や青 み ？〕

7 59 6 3 土 師 器 皿 復 元 8 0 6 4 12 胎 土 や や粒 状 性 ，均 質 ．極 少 量 の粗 粒 砂 （花 崗 岩起 源 か ？）　 器表 ：に ぷ い黄 橙色 〔10 Ⅷ 7 ／2〕

7 60 6 3 土 師 器 鍋 細 片 で あ り，計 測 値 は 不 確 実 ． 復 元 28 5
胎 土 ：粒 状性 顕 著 ．細 粒 砂 を含 む ．　 器 表 ：灰 白色 〔10 Ⅶ 8 ／2〕，外 面 の 言緑 直下 まで煤 状 の 付 着物 ，一 部 で は極
厚 く付 着 ．

7 6 1 6 4 土 師 器 皿 復 元 7 8 6 5 12 胎 土 緻 密 ，細 流 砂 を少 量含 む ．　 器 表 ：樺 色 〔7 ．7 Ⅷ 6 ／6 〕，堅微 で ，や や 灰色 気 味 ・

7 62 6 4 土 師 器 鍋 復 元 27 9 胎 土 粒 状性 顕 著 ，細 粒 砂 （石 英 な どの はか に ，褐 色 粒子 ）を 含 む ．　 器 表 ：鈍 い橙 色 〔7 ・5 Ⅷ 6／4〕

3 19 7 3 銅 銭 「願 寧 元 賓 」
．7 63 7 3 土 師 器 皿 復 元 8 1 6 7 9 胎 土 精 良 ，細 流 砂 を少 量 含 む ．　 器 表 ：にぷ い橙 色 〔7 ．5 Ⅷ 7／4 〕

7 64 7 3 土 師 器 坪 復 元 13 0 9 5 25 胎 土 や や粒 状 性 ，細 粒 砂 を含 む （長石 ， 褐 色 粒 ）．　 器表 ：に ぷ い橙 色 〔7・5 Ⅷ 7／3〕

7 65 7 3 土 師 器 坪 復 元 12 7 8 8 26 胎 土 緻 密 で均 質　 器 表 ：にぷ い黄 橙 色 〔10 Ⅷ 7／4〕

7 66 73 白 磁 皿 口 禿 ， 大 一皿 IX 1 C 類 実 測 10 7 5 9 30
胎 土 ：緻 密 で均 質 ．館 胎 部 ：灰 白色 〔10 Ⅷ 8 ／1〕　 釉 は 外底 面 と鹿 部 に近 い外 面 以外 の全 面 に 厚 く掛 か る・発 泡 して
半 透明 ・口緑 端 部上 面 ，内面 を 削 り と る・施 釉 部 ：灰 白色 〔7 ・5 Y 8 ／2〕

7 67 73 白 磁 皿 口 禿 ， 大 一皿 IX l c 類 復 元 9 3 5 3 27
胎 土 ：緻 密 で均 質 ．細 孔 あ り ． 断面 ：赤黄 白色 〔10 Ⅷ 9／1〕　 全面 に 施釉 ．畳 付 部 は掻 き取 り． 口線 輪 の 内外 面 を
回 転箆 削 り ．釉 ：発 泡 し半 透 明 ・ 樹 脂 状光 沢 ． 施釉 部 ：灰 白色 〔2 ・5 Y 8／1〕

7 68 73 白 磁 皿 言 禿 ， 大 一皿 IX I c 類 復 元 10 6 5 5 35
胎 土 ：緻 密 で均 質 ．細 孔 あ，り ． 断面 ：赤黄 白色 〔10 Ⅷ 9／1〕　 全面 に 施釉 ・畳 付 部 は掻 き取 り． 口縁 端 の 内外 面 を
回 転箆 削 り ．釉 ：発 泡 し半 透 明 ． 樹 脂 状光 沢 ． 施釉 部 ：灰 白色 〔2 ．5 Y 8 ／り

7 69 73 白 磁 皿 大 一皿 V I l a 類 ？体 部 が極 厚 い 復 元 9 2 3 7 27
胎 土 ：緻 密 で均 質 ． 細 孔 あ り ．明灰 赤 黄 色 〔10 YR 8／2〕　 釉 は 全面 に厚 く掛 か る ．発 泡 して 半透 明 ．質入 が 著 しい
（氷 裂 ）．畳 付 部 は焼 成 前 に掻 き取 り （回転 ）． 施釉 部 ：明緑 灰 色 〔10 G Y 7／1・5， や や鮮 や か 〕

7 70 73 龍 泉 窯 系 青 磁 坪 大 一杯 III 4 b 類 復 元 5 1 胎 土 緻 密 で均 質 ・ 細孔 あ り ．断 面 ：灰 白色 〔7 ・5 Y 8 ／1〕

7 7 1 7 3 龍 泉 窯 系 青 磁 坪 大 一杯 III 4 b 類 復 元 1 17 5 2 39
胎 土 ：緻 密 で均 質 ，松 脂 状光 沢 ． 断面 ：灰 白色 〔2 ．5 Y 8／1〕　 高 台 畳付 付 近 を除 く全面 に厚 く施 釉 ． 釉 は発 泡 して
半 透 明・施 釉 部 ：灰 オ リー ブ色 〔5 Y 5 ／3〕

7 72 7 3 龍 泉 窯 系 青 磁 碗 小 形 復 元 1 10 4 0 4 1
胎 土 ：緻 密 で均 質 ． 断面 ：明灰 色 〔N 7〕　 内面 か ら高 台外 面 まで 厚 く施 釉 ．釉 は発 泡 す るが ， 透 明 ， 質入 顕 著 （粗

い ）． 施 釉部 ：灰 黄緑 色 〔5 GY 5／3 〕
7 73 73 龍 泉 窯 系 青 磁 盤 復 元 23 6 胎 土 撤 密 で均 質 ． 断面 ：白色　　 内 外面 に 厚 く施 釉 ．釉 は発 泡 し半 透 明 ， ガ ラス光 沢 ．施 釉 部 ：灰 線色

7 74 73 白 磁 合 子 （身 ） 時 代 が 下 る 可 能 性 ？ 口 径 は 受 部 径 復 元 4 7 2 6 17
胎 土 ：緻 密 で均 質 ・断 面 ：白色　 体 部 の 内 外面 に 薄 く施 釉 ．外 面 畳 付か ら 1／3 まで と ，受 部 は露 胎 ． 釉 は無 色 透
明 ， ガ ラス 光 沢 ・

7 75 73 灰 釉 陶 器 卸皿 古 瀬 戸 〔前 IV 期 か ？ 〕 復 元 13 5 胎 土 緻 密 で均 質 ．断 面 ：褐 灰 色 〔10 Ⅷ 6 ／1〕　 内 外面 に極 薄 くむ ら に掛 か る・不透 明 で，施釉 部 ：灰 白色 〔5 Y 7／1〕

776 73 土 師 器 鍋 体 部 外 面 に 煤 状 の 付 着 物 ． 復 元 23 6 胎 土 粒 状性 あ り ． 粗粒 砂 を含 む．　 器 表 ：灰 白 色 〔10 Ⅷ 8／2 〕

7 77 73 土 師 器 鍋
外 面 に煤 状 付 着 物 ． 内 面 の 下 部 も く
す ん だ よ うに な っ て い る ．

復 元 22 8 胎 土 ：緻 密 ，粗 粒 砂 ， 褐色 粒 を含 む・　 器 表 ：にぷ い黄 橙 色 〔10 Ⅷ 7／3 付 着物 に よる もの か 〕

7 78 73 土 師 器 鍋 外 面 に 薄 く煤 状 付 着物 ・ 復 元 3 15 胎 土 緻 密 で細 流 砂 を多 量 に含 む （石英 ，長 石 ）．

779 73 土 師 器 壷 被 熟 か ， 器 表 の 一 部 剥 落 ． 復 元 13 7 胎 土 細 礫 ま で を含 む・　 内 外面 と も煤状 の 付 着物 ；あ るい は赤 化 ．

780 73 須 恵 器 坪 （高台 付 ） 復 元 8 3 胎 土 緻 密 で均 質 ． 断面 ：赤 灰色 〔2 ．5 Ⅷ 5／1〕　 焼 成 ：堅 緻 ．器 表 ：青 灰 色 〔2．5 PB 5 ／1〕

78 1 73 製 塩 土 器 胎 土 粒 状性 があ り ，粗 粒 砂 を含 む ． 断面 ：灰色 〔5 Y 6／1〕　 器 表 ：にぷ い橙 色 〔7 ．5 Ⅷ 7 ／4 〕，被 熟 に よ るも のか ・

8 29 73 龍 泉 窯 系 青 磁 碗 大 一能 泉 窯 系 青 磁碗 III 2 類 復 元 13 4 3 4 58
胎 土 ：緻 密 で均 質 ，黒 色 の細 粒 を含 む ．断 面 ：灰 白色 〔7．5 Y 8 ／1〕　 施釉 ：全面 に施釉 後 ， 高台 畳 付 と付近 の高 台
内 外面 の 釉 を 削 り とる・釉 ：発 泡 して 半 透 明 ，ガ ラス状 光 沢 ．施 釉部 の 器表 ：明緑 灰 色 〔10 GY 7／1 ．5〕

3 20 74 銅 銭

782 76 土 師 器 坪 実 測 12 4 8 5 24 胎 土 緻 密 ，粗 粒 砂 を 少量 含 む ・　 器 表 ：に ぷい 黄樺 色 〔10 Ⅷ 7 ／3 〕

7 83 76 土 師 器 坪 復 元 13 1 8 8 27 胎 土 緻 密 ，砂 粒 を含 む．　 器 表 ：浅黄 色 〔2 ・5 Y 7 ／3〕

7 84 7 6 土 師 器 坪 復 元 13 1 9 1 27 胎 土 や や 粒状 性 ．粗 粒 砂 を極 少量 含 む ．　 器 表 ：に ぷ い黄 橙 色 〔10 Ⅷ 7／3 〕

7 85 7 6 土 師 吉 杯 全 体 に 煤 け た よ う な 状 態 復 元 12 4 9 5 24 胎 土 や や 粒状 性 ．粗 粒 砂 恒色 〔7．5 Y R 6／6，ほか 個 体 の色 調 に 同 じ〕粒 を 少量 含 む・　 器 表 ：にぷ い褐 色 〔7．5 Ⅷ 6／3〕

7 86 7 6 土 師 器 坪 復 元 12 1 9 0 25 胎 土 緻 密 ・細 粒砂 を含 む ．　 器 表 ：橙 色 〔7 ・5 Ⅷ 6／6〕

7 87 7 6 土 師 器 皿
器 表 の剥 落 が 著 し い・灯 明 皿 とし て利 用
か （複 数 箇 所 の 言縁 端 部 の わ ず か な 欠
け 部分 を 中心 に煤 状 の付 着物 が 残 る ）．

復 元 8 1 5 9 15 胎 土 ：緻 密 ・細 粒砂 を極 少量 含 む ．　 器表 ：浅 黄色 〔2 ．5 YR 7／3 〕

7 88 7 6 白 磁 皿 口 禿 ， 大 一皿 Ⅸ l c 類 復 元 1 11 68 28
胎 土 ：緻 密 で均 質 ・黒 色 細粒 生 成 ．断 面 ：赤 黄 白 色 〔10 Ⅷ 9 ／1〕　 全 面 に施 釉 ．畳 付 部 は掻 き取 り ．口 縁 端 の内 外
面 を 回転 箆 削 り ． 釉 ：発 泡 し半透 明 ． ガ ラ ス状 光 沢 ・施 釉 部 ：灰 白 色 〔2 ・5 GY 8／1〕

7 89 7 6 陶 器 鉢 措 鉢 ま た は 捏 鉢 か ． 復 元 30 6 胎 土 ：や や 粒状 性 ．細 粒 砂 を含 む （石英 が 主 ）． 断面 ：に ぷ い橙 色 〔5 Ⅷ 6 ／3〕　 器 表 ：無 釉 か ，灰 褐 色 〔7．5 Ⅶ 5／2〕

7 90 7 6 瓦 質 土 器 鍋
鍔 下 面 以 下 の 体 部 に は 煤 状 の 付 着 物
が 厚 い ．

復 元 19 5
鍔部の
径：2 12

胎 土 ：緻 密 で極 少 量 の細 粒 砂 を含 む ． 断面 ：灰黄 色 〔2 ．5 Y 6／2〕　 器 表 ：付 着物 の な い部 位 で は褐 灰 色 〔10 Ⅶ 4 ／1〕

7 9 1 7 6 瓦 質 土 器 火鉢
体 部 は輸 花 状 の 整 形 が 行 わ れ て い る
の で 、口径 の復 元 値 は参 考 程度 ． もっ
と径 が 大 か ・ い わ ゆ る 「奈 良火 鉢 」

復 元 2 11 胎 土 ：や や 粒状 性 ， 均 質 ・断 面 ：灰 白色 〔5 Y 8 ／1〕

7 92 7 6 瓦 器 碗 ？
い わ ゆ る 「和 泉 型 」か ・体 部 の 稜 線 か ら
径 を 復 元 した が 、や や 小 径 にす ぎ る・

復 元 8 1 胎 土 ：緻 密 で均 質 ． 断 面 ：灰 黄色 〔2 ．5 Y 7／2 〕　 器表 ：燻 しに よ り暗 灰 色 〔2．5 PB 5 ／1〕

7 93 7 6 土 師 器 坪 胎 土 ：や や 粒状 性 が あ り ， 均 質 ・　 器 表 ：に ぷ い黄橙 色 〔10 Ⅷ 7 ／4 〕

7 94 7 6 砥 石 板 状 ， 硯 か も しれ な い 現 況 6 0 2 5 6 粘 板 岩 ？ 灰色 〔5 Y 5／1〕

7 95 7 6 石 製 晶
滑 石 製 石 鍋 を転 用 ．摘 み 部 を 中 心 と し
た 破 片 の 周 辺 を 磨 い て 滑 らか に す る ．
摘 み を 削 り込 ん で 小 さ く して い る ・

現 況 6 3 54 22 滑 石

7 96 7 9 土 師 器 坪 復 元 8 2 62 12 胎 土 ：や や 粒状 性 ， 均 質 ・　 器表 ：灰 黄色 〔2．5 Y 7／2 〕

3 22 9 5 銅 銭 「開 （元 通）貿 」

3 3 1 1面 銅 銭 「皇 宋 通 貨 」

3 32 1面 銅 銭 「天 聖 元 賛 」

3 38 1面 銅 銭 「政 和 通 貨 」

3 39 1面 銅 銭 「元 （祐 ）通費 」

3 42 1面 銅 銭 「皇 宋 通 賓 」

8 19 1面 白 磁 皿 大 1 白磁 皿 IX l d 類 （口禿 ） 実 測 10 9 58 32
胎 土 ：撤 密 で 均質 ． 断面 ：白色 〔N 9 ・5 9 ／1〕　 釉 ：全 面 に施 釉 し ，焼 成 前 に外 底 面 を拭 き取 り ， 口縁 部 の 内 面 ，外
面 端 面 を削 り取 る ・ 釉 は発 泡 して半 透 明 ・施 釉 部 の器 表 ：灰 白色 〔5 GY 8．5 ／0 ．3〕

8 2 1 1面 白 磁 皿
大 1 白 昭 皿 IX l b 類 （口禿 ）？ 釉 ， 口
緑 端 の 処 置 が ほ か 資料 と異 な る ・

実 測 9 3 52 26
胎 土 ：緻 密 で 均 質 ・ 露胎 部 の 器 表 ：灰 白 色 〔2・5 Y 7 ／1 〕　 釉 ：外 鹿部 と 口緑 端 を 除 いて （？）施 釉 （回 し掛 け ？）
か ・口緑 端 の 外面 は施釉 後 に削 りと るが 、内 面 の釉 の 緑 は波 状 を呈 して い る．釉 は透 明で ガ ラス状 光 沢 を 呈 す ．施 釉
部 の 器表 ：灰 白色 〔5 Y 7／2 〕

表2　報告遺物一覧2



∠汐

調 査 遺 存 量 （詳 細 ） 遺 物 番 号

口 緑 部 の 細 片 7 5 1

口 縁 端 部 は 醜 櫨 挽 き 引 き 上 げ ？ 上 部 の 細 片 7 52

内 面 ・口 縁 部 の 外 面 は 回 転 撫 で 調 整 ・ 体 部 外 面 は 押 さ え 撫 で 調 整 ． 体 部 に は 部 分 的 に 刷 毛 目 調 整 が の こ る ． 上 半 部 の 細 片 7 53

体 部 外 面 の 下 半 部 回 転 箆 削 り ・ 大 破 片 （1／2 ） 8 13

内 外 面 を 撫 で 調 整 ． 内 面 下 半 に は 粗 い 刷 毛 目 調 整 ． 上 半 部 の 細 片 8 46

小 破 片 （1／3 ） 8 16

型 造 り の 上 下 部 を 接 合 し て 成 形 す る ． 大 破 片 鹿 部 と 上 半 部 の 一 部 （1 ／3 ） 8 3 1

外 底 面 ：糸 切 り　 内 底 面 ：周 縁 部 撫 で 仕 上 げ 小 破 片 （1／3 ） 7 54
外 底 面 ：糸 切 り　 内 底 面 ：周 縁 部 撫 で 仕 上 げ ？ 小 破 片 （1／4 ） 7 55

外 底 面 ：畳 付 に 目 痕 無 し 〔最 下 段 の 個 体 か ？〕　 内 底 面 ： 目 痕 4 カ 所 （胎 土 日 ） 鹿 部 破 片 7 56

内 底 面 ：口 縁 近 く の 内 面 に 1 圏 線 〔凹 線 状 〕 ，縦 に 櫛 措 ？0 の 条 線 ． 口 縁 部 細 片 7 57

脚 部 極 細 片 7 58
外 底 面 ：糸 切 り　 内 底 面 ：周 縁 部 撫 で 仕 上 げ 細 片 （1／6 ） 7 59

外 面 ：回 転 撫 で か ， 体 部 は 被 熟 に よ り 器 表 剥 落 ・ 内 面 は 口 縁 に 沿 う 方 向 の 断 続 撫 で 調 整 ． 口 縁 部 の 細 片 7 60

外 底 面 ：糸 切 り　 内 底 面 ：周 縁 部 撫 で 仕 上 げ 大 破 片 （1／2 ） 7 6 1
外 面 ：口 縁 端 部 ま で 押 さ え 撫 で 調 整 ， 粘 土 粒 が 付 着 し た ま ま ・ 内 面 ： 口 緑 端 上 面 ま で 撫 で 調 整 ． 口 縁 部 の 細 片 7 62

3 19
外 底 面 ：糸 切 り ＋ 板 目　 内 底 面 ：横 撫 で 仕 上 げ （周 縁 部 ） 大 破 片 （1／2 ） 7 63

回 転 撫 で 調 整 の 単 位 が 明 瞭 （稜 線 ） 外 底 面 ：糸 切 り　 内 底 面 ： 「の 」の 字 上 の 仕 上 げ 撫 で 大 破 片 （1／2 ） 7 64
外 底 面 ：糸 切 り ＋ 板 目　 内 底 面 ：周 縁 部 撫 で 仕 上 げ 小 破 片 （1／2 ） 7 65

外 底 面 ：回 転 箆 削 り ， 体 部 上 部 1／3 ま で 及 ぶ ． 7 66

体 部 外 面 鹿 部 か ら 1／3 の 位 置 ま で 回 転 箆 削 り ・ 小 破 片 （鹿 部 の 全 体 と 体 部 1／4 ） 7 67

体 部 外 面 鹿 部 か ら 1／3 の 1 ま で 回 転 箆 削 り ・ 内 底 面 ：中 央 の 隆 起 を 削 り 取 る 小 破 片 （鹿 部 の 全 体 と 体 部 口 縁 部 ま で の 体 部 の ご く 一 部 ） 7 68

外 底 面 ：体 部 外 面 は 口 縁 部 近 く ま で 回 転 箆 削 り ． 内 底 面 ：双 魚 文 （貼 り 付 け ） 鹿 部 の 全 部 と 口 縁 部 ．体 部 の ご く 一 部 ・ 7 69

鹿 部 破 片 （3 ／4 ） 7 70

外 面 ：達 弁 を 刻 む ． 内 底 面 ：草 魚 文 （貼 り 付 け ） 小 破 片 （1／3 ） 7 7 1

外 面 ： 達 弁 文 〔箆 片 彫 り 〕　 内 底 面 ：圏 線 小 破 片 （1／4 ） 7 72

外 面 に 蓮 弁 文 〔片 彫 り 〕 小 破 片 （上 半 部 ，1／4 ） 7 73

型 押 し に よ る 成 形 ． 内 部 は 回 転 撫 で ・ 大 破 片 （2 ／3 ） 7 74

内 外 面 と も 回 転 撫 で 調 整 ． 鹿 部 近 く の 体 部 内 面 か ら 箆 先 で ， 条 線 を 刻 む ・ 体 部 の 細 片 7 75
内 面 ： 口 緑 に 平 行 す る 細 か な 刷 毛 目 調 整 ・ 口 緑 部 は 撫 で 仕 上 げ ． 外 面 ： 言 縁 部 は 回 転 撫 で ？， 体 部 は 押 さ え 撫 で 調 整 ・ 体 部 の 細 片 7 76

内 外 面 と も 刷 毛 目 調 整 ． 外 面 は そ の 後 撫 で 調 整 ． 上 半 部 の 細 片 7 77

外 面 ：細 か な 目 の 刷 毛 日 調 整 後 撫 で 消 す （押 さ え 撫 で で 、 器 表 の 凹 凸 を 残 す ）・ 内 面 ：口 緑 端 部 に 至 る ま で 細 か な 刷 毛 目 調 整 ・ 口 縁 部 付 近 の 体 部 細 片 7 78
内 面 ：撫 で 調 整 （口 縁 部 で は 口 緑 部 に 沿 う 刷 毛 目 調 整 後 ， 片 部 内 面 に は 指 押 さ え ）・ 外 面 ：口 緑 部 か ら 叩 き 目 （左 下 が り の 平 行 叩 き 釦 ． 上 半 部 の 細 片 7 79

鹿 部 の 細 片 7 80

7 8 1

外 面 に 鏑 蓮 弁 文 〔片 彫 り 〕 ， 単 位 が 細 い ． 大 破 片 （1／2 ） 8 29

3 20
外 底 面 ： 糸 切 り　 内 底 面 ：周 縁 部 撫 で 仕 上 げ 完 形 ， ほ ぼ 完 存 7 82
外 底 面 ： 糸 切 り ＋ 板 目　 内 底 面 ：周 縁 部 撫 で 仕 上 げ 大 破 片 （言 緑 部 の 大 部 分 を 欠 く ） 7 83
外 底 面 ： 糸 切 り　 内 底 面 ：中 央 部 回 転 撫 で 仕 上 げ 大 破 片 （1／3 ） 7 84
外 底 面 ：糸 切 り　 内 底 面 ：回 転 撫 で 調 整 大 破 片 （l／3 ） 7 85

外 面 に 回 転 撫 で 調 整 の 単 位 が 明 瞭 に 残 る ・ 外 底 面 ：糸 切 り　 内 底 面 ：中 央 部 横 方 向 の 撫 で ＋ 周 縁 部 撫 で 小 破 片 （1／4 ） 7 86

外 面 に 回 転 撫 で 調 査 の 単 位 が 明 瞭 に 残 る ． 外 底 面 ：糸 切 り ＋ 板 目　 内 底 面 ：中 央 部 横 方 向 の 撫 で （軽 度 ） 大 破 片 （1／2 ） 7 87

体 部 外 面 鹿 部 か ら 2 ／3 の 位 置 ま で 回 転 箆 削 り ． 小 破 片 （1／4 ） 7 88

内 面 ：横 方 向 の 撫 で ， 外 面 ：縦 方 向 の 強 い 撫 で （砂 粒 ， 胎 土 の 移 動 ， 器 表 は 粗 い ）・ 口 緑 端 部 は 棒 状 工 具 に よ り 凹 線 ． 外 底
口 縁 部 細 片 7 89面 ： 口 緑 部 の み そ れ に 沿 う 撫 で ．

内 面 ： 口 縁 に 沿 う 方 向 の 断 続 す る 刷 毛 目 調 整 ・ 外 面 ： 口 緑 上 端 か ら 鍔 上 面 ま で は 口 緑 に 双 方 向 の 丁 寧 な 撫 で 調 整 ， 鍔 よ り 下 位
7 90は 指 押 さ え の よ う な 撫 で 調 整 で ， 器 表 は 荒 く ， 凹 凸 が 顕 著 ・

平 面 形 ：輪 花 か ・ 器 表 ：全 面 粗 い 箆 磨 き が 行 わ れ る ． 全 体 と し て 縦 方 向 ， さ ら に 粗 く横 方 向 に 磨 か れ て 格 子 状 を 呈 す ．表 裏 面 と
7 9 1も 燻 さ れ て 灰 色 〔N 5．5〕 ． 菊 花 紋 を 2 個 一 単 位 と し て 押 す ・

内 面 か ら 外 面 の 上 半 部 ま で 口 緑 に 沿 う 撫 で 調 整 ， 外 面 下 半 は 指 押 さ え ？ 内 面 に は 暗 文 状 の 箆 磨 き ． 細 片 7 92

坪 底 面 の 中 央 部 に 内 外 両 方 か ら 穿 孔 す る ．質 通 前 に 中 止 し て い る ・ 鹿 部 中 央 に 行 っ て い る こ と か ら ， も と も と は 器 と し て 完 形 の
7 93も の に 対 し て 行 っ て い た と 推 定 で き る ・

7 94

7 95

外 底 面 ：糸 切 り　 内 底 面 ：周 縁 断 続 撫 で 仕 上 げ 小 破 片 （l／4 ） 7 96

3 22

3 3 1

3 32

3 38

3 39

3 42

鹿 部 か ら 1／3 の 体 部 外 面 に 箆 削 り ． 大 破 片 （2 ／3 ） 8 19

鹿 部 か ら 1／3 の 体 部 外 面 に 箆 削 り ． 完 形 ， ほ ぼ 完 存 8 2 1
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